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首都圏地震観測網（MeSO-net）の観測システムの開発（その2）：フィールドバスシ
ステム

Development of Instrument for Metropolitan Seismic Observation Network (MeSO-net)
- 2nd: Fieldbus system
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1．MeSO-netにおける CANバスの採用
首都圏地震観測網（MeSO-net）は，耐ノイズ性，信頼性，運用性を重視した設計がされている [森田・他，本学会]．こ

のため，MeSO-netの自律協調型地震観測装置では，耐ノイズ性・信頼性を高めるため，地上制御装置と地下地震計との
通信に，自動車搭載 LAN や産業機器の制御バスとして実績があり，信頼性の高い CANバス（Controller Area Network,
国際標準 ISO11898）を採用した．CANバスの採用は，地震観測網の装置としてはおそらく世界初の試みであろう．ま
た，本装置では運用性を高めるため，オープンアーキテクチャーのドライバーソフトウエアの基準である CANopenを採
用した．ハードウエアとソフトウエアに規格されたものを利用したため，観測機器としての拡張性や汎用性が高まった．

2．CANバスが可能にしたもの
MeSO-netの地震計は深さ約 20mの孔底に設置されているが，CANの採用により地震計の信号を地下の筐体内でディ

ジタル化し，観測データへの伝送路でのノイズ混入を完全に防ぐことができ，耐ノイズ性の向上に大きく貢献している．
また，CANバス上での時刻メッセージの優先送信と GPSの１ PPSからの送信遅延時間のフォローアップメッセージ送
信により，± 50μ sec以内という高い時刻同期の実現の一役を担っている．また，CANは高いエラー検出・通知・訂正
機能を有しており，本装置の信頼性を高めている．さらに，本装置では SNMPとMIB（管理情報）による自動監視を採
用しているが， CANopenが有する MIB に類似した OD（オブジェクトディクショナリ）という機能を活用し，地震計
や気温・気圧計の内部情報を ODで管理することで状態監視を可能にし，システムの運用性向上に貢献している．

3．地球物理学計測の標準規格としての CANバス
MeSO-netの CANはまた，地球物理学計測機で CANバスを共通インターフェースとした際の標準規格を想定して設

計されている．CANopenの採用は，複数メーカーのセンサーを組み合わせて，多項目観測システムの構築を可能にする．
MeSO-netでは実際に，CANopen規格の産業用の温度・圧力計が気温・気圧の測定に使用されている．また，本装置の
CANバス上に流れるデータはわずか約 60kbps程度でありながら，通信速度を 500kbpsとしてバス使用率を約 13％に抑
えられているのは，高速サンプリングや多チャンネルにも対応できる標準規格のCANバスとして設計されているためで
ある．また，前述した CANopenの ODが実装された機器を追加された際，観測制御装置のファームウェア更新により，
SNMPの監視項目にも追加機器を加えることが可能である．


